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　平成 28 年 4 月 14 日に発生した熊本地震により被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。
　会員の皆様には日頃より暖かいご支援をいただき、心から感謝申し上げます。
　さて、2015 年は、看護に関する重要な法制度「特定行為に係る看護師研修制度」や「看護師等の離職
時の届出制度」が施行され、診療報酬改定では医療機能の分化・連携に応じた看護提供体制の構築など、
2025 年に向け看護にとっての大きな変革期となりました。
　平成 28 年度の協会活動は、「地域包括ケアシステム」「看護職の労働環境」「看護職の役割拡大」「少子
超高齢社会と人材育成」をキーワードに取り組むこととしました。新たな基金を活用し、行政、他団体、
多職種との連携を深め効果的・効率的で質の高い医療提供体制の構築を目指して、「看護の将来ビジョ
ン」（2015 年）を実現するため活動してまいります。

“平成28年度重点事業”は昨年とほぼ同じですが、進化・深化を目指して行動して参ります。

　１　地域包括ケアシステムの構築と推進

１．地域包括ケア推進のための看看連携の充実
　地域医療構想、地域包括ケアシステムが進められる中で昨年、モデル事業として出雲圏域で「いずも
から始める病院と在宅のよりよい連携」交流集会を開催、顔の見える関係づくりができました。病院看
護・訪問看護を中心に地域での連携推進のため看看連携研修・交流会を開催し、地域包括ケア推進のた
めの課題について検討します。
２．在宅・施設等の長期療養者を支える看護の機能強化
　超高齢多死社会が到来する中、看護人材の確保・育成について訪問看護研修や精神科訪問看護研修（診
療報酬算定要件研修）をはじめ、訪問看護ステーション協会や老施協等多職種による研修会を開催し、
連携を深めネットワークづくりや情報交換の機会とします。

　２　看護職の労働環境の整備の推進

1．勤務環境の改善の推進
　5年間WLB推進ワークショップに取り組んだ実績から経験値や手法、成果を生かし、勤務環境改善支
援センターと連携しながら看護職の労働環境の整備に取り組みます。また「労働と看護の質データベー
ス」事業を通し、看護の質改善への取り組みを支援をします。
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２．就業と定着の推進（ＮＣＣＳ、届出制度）
　昨年 10 月に離職時等におけるナースセンターへの届出制が開始され、届出者は139 名でした。本制度
の周知促進のための情報発信や制度を活用した離職者への就業支援に努めます。また、NCCSの効率的運
用により、求人求職登録者を呼び戻し就業支援を強化します。

　３．看護職の役割拡大の推進

１．特定行為研修制度の普及促進
　昨年 10 月から特定行為研修制度が施行され、県内でも研修修了者や指定研修機関在籍中の看護師がい
ます。看護師が専門性を発揮しながら裁量拡大に向けて、制度がスムーズに導入できるよう活動状況や
研修会等での情報発信を通し、活用に向けた課題検討を行います。

　４　少子超高齢社会に対応する人材育成

１．看護実践能力の強化
　少子超高齢社会を迎える社会状況の変化から看護職の担う役割は大きい。人々の療養の場が暮らしの
場にシフトする中で、2025 年に向けた「看護の将来ビジョン」にあるよう、変容する地域ニーズに応え、
質の高い看護サービスの提供ができるよう教育研修を行う。
2．看護基礎教育制度（准看護師教育制度）の検討
　医療の高度化や地域包括ケアの推進の中、現状の准看護師教育では内容・時間ともに不足しています。
一方で医療関係団体等において、看護職確保の観点から制度を容認する現状がある。学校との情報交換
や日本看護協会と連携しスキルアップや進学支援等に取り組む。
3．保健師のキャリア形成の推進
　保健師の専門性強化のため、日本看護協会では階層別現任教育プログラムを完成された。保健師活動
指針に基づく保健活動の推進や統括保健師の配置推進に向け理解促進を図るとともに、行政・産業等各
分野で働く保健師一人一人がキャリアパスの中で資質向上を図る。
4．助産実践能力習熟段階（クリニカルラダー）認証制度の普及
　昨年、助産実践能力習熟段階レベルⅢ制度の認証を県内では66 名の助産師が受けました。引き続き認
証申請のための支援を行います。また、2年目となる「助産師出向支援事業」では、新人助産師の助産実
践能力向上や助産師の地域偏在是正のためにガイドラインに基づいて実施します。
5．看護師のクリニカルラダーの周知
　医療提供体制が変化する中で、看護師には急性期から在宅療養に至るまですべての段階でシームレス
な看護を提供する能力が求められます。「看護師のクリニカルラダー（日本看護協会版）」を周知し、領
域や働く場にとらわれず活用の実際について情報交換を行います。

◆�総会の特別講演には、日本看護協会常任理事の勝又浜子氏をお迎えし「看護の将来ビジョンと看護協
会活動」をテーマにご講演いただきます。激変する社会の中で看護職として地域包括ケアシステムの
構築において看護の力をどう発揮すればよいか考える機会にしたい。

◆�医療が、病院完結型から地域完結型医療へと移行していく中で、看護職がやりがいと誇りをもって働
き続けられるよう、事業を展開してまいります。
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公益社団法人　島根県看護協会通常総会プログラム
平成 28 年度

　　　　　�日　　時　　平成 28 年 6 月 4 日（土）　　9：45 ～ 15：00
　　　　　�場　　所　　ビッグハート出雲　白のホール　出雲市駅南町 1丁目 5番地

8：30 開場
9：00 受付
9：40 オリエンテーション
9：45 開　　会

　物故会員への黙祷
　会長あいさつ
　来賓祝辞��
　来賓紹介
　祝電披露
　名誉会員の推薦および名誉会員証贈呈
　島根県看護協会長表彰
　各種表彰受章（賞）者の披露
　（小休憩）

10：30 議長団選出
　議事録署名人決定　
　平成 27 年度総会議事録朗読
提出議題審議
　第一号議案��名誉会員の推薦（案）
　第二号議案　平成 28 年度役員、監事、推薦委員の選任（案）
　平成 29 年度日本看護協会通常総会代議員及び予備代議員の選出
　選挙管理委員の任命
　投�票

11：00 平成27年度活動報告事項
　日本看護協会理事会報告
　������������法人会員会報告
　������������中国四国地区法人会員会報告
　������������都道府県職能委員長会報告
　������������中国・四国地区職能委員長会報告
　島根県看護協会理事会報告
　������������職能委員会報告
　������������常任委員会・特別委員会報告　
　������������支部活動報告
　������������事業報告

11：30 提出議題審議
　第三号議案　平成 27 年度決算報告(案)及び監査報告　
平成28年度報告事項
　重点事業並びに事業計画　　　　　　
　支部事業計画
　収支予算

12：10 選挙結果報告
新役員紹介
退任役員への謝辞、退任役員あいさつ
協会歌合唱
会長あいさつ

12：30 閉�����会
　　　　昼　　　食

13：30～ 特別講演　「看護の将来ビジョンと看護協会活動」
15：00 　　　　講師　日本看護協会常任理事　勝又　浜子　氏
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【推薦理由】
　昭和 36 年 3 月に鳥取大学医学部附属看護学校を卒業、昭和 36 年 4 月京都大学医学
部附属助産婦学校に入学、助産婦免許を取得。松江市立病院助産師として昭和 37 年 4
月から37 年間勤務。平成 4年 7月からは看護部長としてリーダーシップを発揮され、
平成 11 年 3 月の退任まで病院運営にも積極的に参画された。
　温厚な人柄で思慮深く、責任感が強く、常に他人との融和を図ることに心がけ、職
場においては、地域医療・保健・福祉向上のために情熱を傾け、患者目線に添った看
護をモットーとして、その行動力と指導力を活かし職員や関係者から厚い信望を得た。
昭和 59 年当時から在宅ケア・訪問看護の必要な時代を予見して、訪問看護制度に先駆
け院内から施設訪問看護や在宅訪問看護を積極的に取り組んだ功績は関係機関からの
評価も大である。昭和 49 年に島根県立松江高等看護学院が創設されると、看護実習協
力施設として積極的に受け入れ、自ら指導者として若手看護師の育成にあたり、県内
の看護人材の確保に努められた功績は大きい。
　また、平成 4年から島根県看護協会長に就任、「看護師等の人材確保の促進に関する
法律」の施行を受け、県内の看護職の人材確保と質の向上を目指された。平成 5年に
は島根県の委託を受けて、島根県ナースセンターを設置して、看護職の再就業研修会
や看護の心普及事業について積極的に取り組むことで、県内における未就業看護職の
再就業に向けた体制整備が開始された。
　さらに、平成 4年には、訪問看護ステーション「やすらぎ」を開設、その後も続い
て訪問看護ステーション「いずも」「おおだ」「そよかぜの丘」等の協会立の訪問看護
ステーションを立ち上げ運営することで、地域での訪問看護サービスの普及や看護の
質向上を目指し、看護系大学や短期大学等の地域看護実習を積極的に受け入れた功績
は顕著である。
　また、会長就任後は一貫して看護系高等教育の必要性を訴え続けて、平成 7年には、
島根県立看護短期大学の設置が決定され、短期大学の開学に多大なる尽力をされた。
その後、医療の高度化に伴い看護師の県内就業促進の目的も含めて看護教育の4年制
大学化への移行を熱心に要望して、平成 24 年度の島根県立大学看護学部の開設となっ
た。　　　　　　　　　　　　
　平成 17 年に島根県看護協会長退任後は、島根県看護連盟会長として、県内看護職の
地位向上や看護の発展に向けた看護政策を実現するため活動に情熱を注いでいる。

第一号議案

名 誉 会 員 の 推 薦 （案）

松 浦 昌 代 氏 （76 歳）
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　島根県看護協会の基本理念に基づき、看護の質向上、働き続けられる環境づくり、看護領域の開発・展
開の３つの柱で活動します。この使命を達成するために次の重点事業並びに事業計画を提案いたします。

　島根県看護協会は、公衆衛生の向上を目的とした公益目的事業並びに、その公益目的事業の推進に資す
るための収益事業等を日本看護協会と連携し、以下の通り行います。
　◆事業計画は定款第 4条の７つの事業に沿って掲載しています。
　　１．看護教育及び学会等学術振興に関する事業
　　２．看護職の労働環境等の改善及び就業促進による人々の健康及び福祉の増進に関する事業
　　３．看護に係る調査及び研究並びに看護業務及び看護制度の改善への提言に関する事業
　　４．在宅ケア・訪問看護の実施及び促進等による人々の健康及び福祉の増進に関する事業
　　５．日本看護協会との相互協力及び連携に関する事業
　　６．施設の貸与に関する事業
　　７．その他本会の目的を達成するために必要な事業

報告事項

平成 28 年度　重点事業並びに事業計画

・事業内容の太字は重点事業、下線は新規事業
・予算額は、直接事業費のみを計上

１　地域包括ケアシステムの構築と推進
　１）地域包括ケア推進のための看看連携の充実
　２）在宅・施設等の長期療養者を支える看護の機能強化
２　看護職の労働環境の整備の推進
　１）勤務環境の改善の推進
　２）就業と定着の推進（NCCS、届出制度）
３　看護職の役割拡大の推進
　１）特定行為研修制度の普及促進
４　少子超高齢社会に対応する人材育成
　１）看護実践能力の強化
　２）看護基礎教育制度（准看護師教育制度）の検討
　３）保健師のキャリア形成の推進
　４）助産実践能力習熟段階（クリニカルラダー）認証制度の普及
　５）看護師のクリニカルラダーの周知

＜ 平成 28 年度 重点事業 ＞

事業細目 事　　業 内　　容 事業費
単位（千円）

1−（1）
継続教育に関
する事業

1�）教育研修プログ
ラムの企画・実施
【重・全体】

Ⅰ　新人を支援する教育（教育計画頁��参照） 6,158
Ⅰ‐1 新人・初心者のための研修
　・新人研修�1コース
Ⅰ‐2 新人看護職員研修事業
　・新人助産師集合研修
　　期間：平成28年8月26日（金）～28日（日）（3日間）

1．看護教育及び学会等学術振興に関する事業　　　　　
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事業細目 事　　業 内　　容 事業費
単位（千円）

　・多施設合同研修
　　期間：平成28年4月22日（金）～平成29年1月25日（水）（7日間）
　・実地指導者研修
　　期間：平成28年7月12日（火）～10月18日（火）（5日間）
　・教育担当者研修
　　期間：平成28年9月17日（土）～平成29年1月13日（金）（8日間）
　・研修責任者研修
　　期間：平成28年9月17日（土）～11月14日（月）（3日間）
Ⅱ　ジェネラリストを育成する教育(教育計画頁�　参照) 5,714
Ⅱ‐1自らを高め人を育てるための研修（11コース）
　　期間：平成29年5月21日（土）～12月10日（土）
Ⅱ‐2�インターネット配信研修・衛星通信研修
○リアルタイム研修
　・災害医療と看護（災害支援ナース基礎研修）
　　期間：平成28年7月6日（水）・7日（木）
　・認知症高齢者の看護実践に必要な知識（診療報酬認知症ケ
　　ア加算2に対応）
　　期間：第1回平成28年7月8日（金）・9日（土）
　　　　　第2回平成28年10月13日（木）・14日（金）
○オンデマンド研修
　・CloCMiPレベルⅢ認証申請のための必須研修
　　期間：平成28年7月23日（土）
○衛星通信研修
　・重症度、医療・看護必要度評価者院内指導者研修
Ⅱ‐3緩和ケアアドバイザー養成研修
　　期間：平成28年8月30日（火）～平成29年3月3日（金）（分散型）
　　　（ELNEC-Jコアカリキュラムの研修 4日間含む）
Ⅱ‐4訪問看護師養成講習会ステップ１
　　期間：平成 28 年 5 月～ 10 月（分散型 25 日間）
Ⅲ　スペシャリストを育成する教育 3,000
（緩和ケア認定看護師教育課程が島根県立大学しまね看護交流センターにて開講）
Ⅳ　管理者を育成する教育 13,268
Ⅳ‐1‐1）認定看護管理者教育課程ファーストレベル
　　期間：平成28年9月8日（木）～11月28日（月）（分散型27日）
　・平成29年2月25日（土）フォローアップ研修・修了式
Ⅳ‐2‐2）認定看護管理者教育課程セカンドレベル
　　期間：平成28年5月14日（土）～9月3日（土）（分散型33日）
　・平成29年2月18日（土）フォローアップ研修・修了式
Ⅳ‐2医療安全管理者養成研修
　　期間：平成28年6月15日（水）～8月9日（火）（8日間）
　・医療安全管理者交流会・フォローアップ研修
　　（全体）平成28年11月5日（土）　　看護研修センター
　　（西部）平成28年9月3日（土）　　益田赤十字病院
Ⅴ　教育者・研究者を育成する教育
　・臨床看護研究計画立案研修A　平成28年8月18･19日（木･金）
　・臨床看護研究計画立案研修B　平成28．8/18･19･9/13･20（4日間）
Ⅵ　協会事業に関連する教育・研修 2,986
　・職能及び委員会による研修（教育計画参照）

1-（2）
看護学会・学
術集会に関す
る事業

1�）第 10 回島根看護
学術集会開催、並
びに抄録集、論文
集発行

○第 10 回島根看護学術集会開催 977
　メインテーマ「今、新たに気づく看護の力」
　特別講演：国際救援から見える看護の力」
　講　師：伊藤　明子氏　
　　名古屋第二赤十字病院国際医療救援部副部長　兼　副看護部長
　開催日：平成 28 年 7 月 16 日（土）
　会　場：ビッグハート出雲
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事業細目 事　業 内　容 事業費
単位（千円）

2-（1）
働き続けられる
労働環境づくり
の推進事業

1�）勤務環境の改善
の推進　【重・２-1】

○ＷＬＢインデックス調査 862
・対象：県内の希望する3医療施設
○看護職のＷＬＢ好事例発表会
　開催日：未定
　会　場：未定
○医療勤務環境改善事業と労働と看護の質向上（DiNQL事業）
　開催日：未定
　会　場：未定

2�）雇用の質向上取
り組み支援

○DiNQL支援事業
　DiNQL事業に参加する病院への助成

3�）看護職の働き続
けられる職場環境
づくり研修会の開
催【重・２-1】

○看護職の働きやすい職場環境づくりの推進
　テーマ：働きやすい職場環境づくり
　講　師：奥村元子氏
　　　　　公益社団法人日本看護協会看護労働確保対策担当専門職
　開催日：未定
　会　場：未定

2-（2）
看護職員確保
対策の推進事
業（ナースセ
ンター事業）

1�）ナースバンク事
業【重・２－２】

①求人施設訪問相談 5,724
②離職者実態調査
　・離職者届出制度の周知・広報・登録シートの提出促進
③就業相談員研修会
④メンタルヘルスカウンセリング事業
　内　容：講演と体験学習
　日時、会場、講師未定
⑤無料職業紹介事業
　・就業相談・職業紹介
　・NCCS求人・求職者の登録
⑥移動ナースバンク事業
　ハローワーク（松江・雲南・浜田・益田・隠岐）、島根県立中央病
　院、江津済生会病院、ジョブカフェ出雲
⑦看護職再就業支援講習会
⑧圏域別看護関係者連絡会の開催（島根県と共催）
⑨情報提供事業
　・ナースセンターだよりの発行（年 4回）
　・ホームページでの情報提供
　・対外的な広報活動の充実

2�）看護のこころ普
及事業

①高校生のための進学ガイダンス 65
② 1 日看護学生・看護体験
　・目　的：看護への理解を深め、看護職になるための情報提供
　　　　　　看護師養成機関への入学促進を図る
③看護の出前授業（高校生・中学生対象）

3�）訪問看護支援事
業開催【重・１-２】

〇訪問看護師養成講習会ステップ１（再掲） 1,130
　　期間：平成 28 年 5 月～ 10 月（分散型 25 日間）
〇訪問看護研修（訪問看護研修 5日、精神科訪問看護研修 3日）

4�）行政・関係機関
との連携

○島根県及び関係機関との連携 91
○ＵＩターン事業への参加

２．看護職の労働環境等の改善及び就業促進による人々の健康及び福祉の増進に関する事業

事業細目 事　　業 内　　容 事業費
単位（千円）

2�）研究論文査読研
修

○研究指導者のための倫理と査読研修会
　講　師：吾郷美奈恵氏　石橋照子氏　島根県立大学看護学部教授

1-（3）
図書室運営に
関する事業

1）図書室の整備 ○図書管理システムによる管理 330
○図書・雑誌等の新規購入
〇蔵書点検・管理



− 8−

3．看護に係る調査及び研究並びに看護業務及び看護制度の改善への提言に関する事業

事業細目 事　　業 内　　　容 事業費
単位（千円）

3-（1）
看護業務の改
善事業

1�）看護職の役割拡
大の推進【重・３】

○日本看護協会との連携による課題の検討と活動の推進 394
○特定行為に係る研修（日程未定）
○認定看護管理者交流研修（日程未定）
○専門看護師・認定看護師活動報告会（日程等未定）

3-（2）
保健師職能活
動の推進

2�）保健師の専門性
の強化に向けた活
動　　【重・４-３】

○日本看護協会との連携による課題の検討と活動の推進 369
○保健師職能研修会（2回：8月、11 月）　
　第１回：テーマ
　　　　　考えて、創造して、看護実践できていますか！保健師活動
　　　　　内容：活動発表、意見交換会
　第 2回：テーマ
　　　　　保健師のキャリアパスとは
　講　師・日程・会場：未定
○地域包括ケアシステム構築に向けた保健師のための研修プログラム参加
○各保健師団体組織との連携強化
○保健師職能たより、3月発行
　あかね雲・ホームページで保健師職能活動の紹介

3-（3）
助産師職能活
動の推進

1�）助産師の専門性
の強化に向けた活
動　　【重・４-４】

○日本看護協会との連携による課題の検討と活動の推進 1,968
○助産師のクリニカルラダーレベルⅢ認証申請のための必須研修
　4講座：脳神経、呼吸器・循環器系、代謝系フィジカル
　　　　　医療安全と助産記録（オンディマンド研修）
開催日・会場：平成 28 年 7 月 23 日(土）　看護研修センター
○助産師キャリアアップ研修（再掲）
　講師・日程・会場：未定
○助産師職能研修会
　目　的：助産師の実践能力を高める
　開催日：平成 28 年 10 月 30 日（日）
　講　師：福井トシ子氏　日本看護協会常任理事
○中国・四国ブロック研修に参加
　日程と会場：未定　愛媛県

2�）助産師出向支援
【重４- ４】

○助産師出向支援協議会の開催
○ニーズ調査及び出向支援

3）両親学級の実施 ○妊婦とそのパートナー(夫)への出産準備教育
　開催：松江 11 回、雲南 4回、出雲 10 回、江津 3回

3-（4）
看護師職能活
動の推進

1�）看護師の専門性
の強化に向けた活
動　【重・1・2・３・４】

○日本看護協会との連携による課題の検討と活動の推進 535
○看護師職能研修Ⅰ
　テーマ：多職種連携を推し進めるための、看護師が発揮する力
　講　師：川本利恵子氏　公益社団法人日本看護協会理事
　開催日：平成 28 年 12 月 4 日（日）
　会　場：看護研修センター
○看護師職能研修Ⅱ
　テーマ：在宅や介護施設で働く管理者のマネジメント能力の向上
　講　師：関口敬子氏　えがりて吹上苑施設長

事業細目 事　業 内　容 事業費
単位（千円）

○高齢者施設との情報交換会
○将来の働き方を考える研修（仮）
　目　的①高齢者福祉施設に働く看護職の実際を知る。 -
　　　　②セカンドキャリア看護職・潜在看護職が有する経験
　　　　と知識を高齢者福祉施設にいかすことができる。
　　　　③退職後も生きがいのある生活を実現するための情報提供
　期日・会場：未定
○島根の看護師就職キャンペーン
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事業細目 事　　業 内　　　容 事業費
単位（千円）

　開催日：平成 28 年 9 月 3 日（土）
　会　場：パルメイト出雲
○介護施設等における看取り研修プログラムの実施（2回開催）
　目　的：介護領域における人材の育成とマネジメント力の強
　　　　　化により看取りケアの質向上につながる。
　【西部】日　時：平成 28 年 10 月 16 日（日）
　　　　　会　場：益田地域医療センター医師会病院
　【東部】日　時：平成 28 年 12 月 3 日（土）
　　　　　会　場：看護研修センター
○重症度、医療・看護必要度評価者院内指導者研修（衛星通信対応）
　第１回：平成 28 年 7 月 24 日（日）　
　第２回：平成 28 年 11 月 27 日（日）　
　会　場：看護研修センター

3-（5）３職能合
同による活動

1�）３職能合同によ
る活動　【重・３】

○保健師・助産師・看護師合同研修会 296
　詳細未定

3（6）看護業
務及び制度に
関する政策提
言事業

1�）看護関連政策へ
の提言

○関係行政・関係機関等への提言・要望
○県議会看護問題議員連盟等への要望書提出　　　　　　　 390
○看護職員確保施策等に関する意見交換会（島根県・看護協会・看護連盟）

2�）看護職の看護政
策等への関心の喚
起

○看護の政策課題の実現に向けての研修会開催
　・看護協会・看護連盟合同管理者・教育者セミナー
　開催日、講師未定
　・看護協会・看護連盟合同研修会
　開催日、講師未定

3�）准看護師制度問
題についての活動
【重４- １】

○日本看護協会との連携による活動の推進
○准看護師問題に関する情報収集及び情報提供
　・会員、非会員：ホームページ、広報誌あかね雲等で情報提供 77

4�）准看護師 2年課
程（通信制）への
進学支援
【重４- １】　　

○看護師 2年課程（通信制）進学に向けた支援
○准看護師進学支援研修
　講　義：最近の看護の動向
　講　師：島根県看護協会長　春日順子氏
　講　義：褥瘡ケア
　講　師：清水美穂子氏
　　　　　島根大学医学部附属病院皮膚排泄ケアCN
　開催日：平成 28 年 8 月 20 日（土）
　会　場：大田市立病院

5�）日本看護協会奨
学金貸与の紹介

○ホームページおよび広報誌あかね雲等による周知
○准看護師研修、看護管理者研修時説明

6�）進学支援のため
の相談

○准看護師等の相談対応（ナースセンター）

事業細目 事　　業 内　　　容 事業費
単位（千円）

4-（1）在宅ケ
ア・訪問看護
の促進事業

1�）協会立訪問看護
ステーション機能の
充実【重・１－２】

○看護学生等の訪問看護実習への協力
○関係団体との連携
　・出雲圏域看看連携研修
○医療連携の推進（退院調整部門との連携の強化・充実） 327

2�）安心・安全な在
宅医療のための研
修会【重・１】

○在宅療養を支える訪問看護の普及・推進研修会
（訪問看護ステーション協会、介護支援専門員協会、看護協会合同）
テーマ：在宅ケアのつながる力（仮）
講　師：秋山正子氏　（株）ケアーズ白十字訪問看護ステーション所長
　　　　　　　　　　暮らしの保健室室長
開催日：平成 28 年 11 月 12 日（土）
会場：出雲市役所

４．在宅ケア・訪問看護の実施及び促進等による人々の健康及び福祉の増進に関する事業
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事業細目 事　　業 内　　　容 事業費
単位（千円）

４ -（2） 地 域
の健康づくり
推進事業

1�）まちの保健室活
動への支援

○「まちの保健室」事業への支援 758
　常設：松江、雲南、出雲、浜田
○イベント型まちの保健室実施
○地域における関連団体等イベントへの協力

4-（3）出産・子
育て支援事業

1）両親学級の実施 ○夫婦への出産準備教育（再掲） 262
　開　催：松江 11 回・雲南 4回・出雲 10 回・江津 3回

4-（4）訪問看
護師養成事業

1�）訪問看護師の養
成

○訪問看護師養成講習会ステップ１（再掲） 1,130
　期　間：平成 28 年 5 月～ 10 月（分散型 25 日間）
　会　場：看護研修センター

2�）訪問看護研修の
開催

〇訪問看護研修（訪問看護研修 5日、精神科訪問看護研修 3日） 2,000
　期　間：平成 28 年 5 月～平成 29 年 12 月

4-（5）災害時
の看護支援活
動に関する事
業

1�）災害支援ナース
登録推進

○災害支援ナース登録者募集と登録 445
○災害支援ナース育成研修の開催
　①災害看護研修会ー基礎編
　テーマ：災害医療と看護（インターネットリアルタイム配信）
　開催日：平成 28 年 7 月 6・7 日（水・木）
　②災害看護研修会ー実務編
　講　師：酒井明子氏　福井大学医学部看護学科教授
　開催日：平成 28 年 10 月 25・26 日（火・水）
　場　所：看護研修センター

2�）災害支援ナース
派遣マニュアル普
及・啓発

・各支部の研修・会議等を活用し「災害支援ナース」について紹介をする。
・ホームページの活用

3�）災害支援ナース
フォローアップ研修

・災害支援活動・災害訓練参加

4�）災害支援ナース
指導者養成研修

1名参加

5）日本看護協会災
害支援ネットワーク
システムの周知

○都道府県看護協会災害看護担当者会議への出席
○日看協との災害時支援ネットワークシステムを活用した合同
　災害訓練の実施
○災害支援ナース派遣事業
○会員への情報提供（広報誌、ホームページ）

4-（6）医療安
全推進に関す
る事業

1）医療と看護の安
全に係る相談・支援

○日本看護協会との連携 1,765
○「医療・看護安全相談窓口」による相談、支援
○医療安全管理者養成研修（再掲）
○医療・看護における安全を推進する研修会：島根県と共催
　テーマ：みんなで考える医療のリスクマネジメント
　　　　　～訴訟事例を題材に～
　講　師：日山亨氏　広島大学保健管理センター
　開催日：平成 28 年 10 月 8 日（土）
　会　場：パルメイト出雲
○医療安全管理者交流会・フォローアップ研修
【全体会】
　開催日：平成 28 年 11 月 5 日（土）
　会　場：看護研修センター
【支　部】
　開催日：平成 28 年 9 月 3 日（土）
　会　場：益田赤十字病院
○看護職賠償責任保険制度サービス推進室との連携による会員への
　加入の促進、広報誌あかね雲、ホームページによる広報

4-（7）人々の
健康な生活の
実現に必要な
情報提供事業

1）会員・県民への
情報提供

○教育関連情報の提供 3,026
・別冊「平成 28 年度教育計画」の配布
○広報誌「あかね雲」の配布（年 5回）
○取材活動、情報提供、マスコミの活用
○看護職賠償責任保険制度の周知
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事業細目 事　　業 内　　　容 事業費
単位（千円）

6-（1）施設の
貸与

1�）公益事業への施
設の貸与

〇学会・セミナーへの貸与

2�）収益事業におけ
る貸与

○空きスペースの貸与

６．施設の貸与に関する事業

５．日本看護協会との相互協力及び連携に関する事業

事業細目 事　　業 内　　　容 事業費
単位（千円）

5-（1）看護の
こころ普及事
業

1）看護の日のつど
い

〇「看護の日」記念のつどい
開催日：平成 28 年 5 月７日（土）
会　場：くにびきメッセ
・中高生の忘れられない看護エピソード表彰式：エピソード応募数 75
・看護のこころリレートーク
　看護のよろこびー救い・つなぐ・支えるー
　笠岡千代子氏　公立邑智病院地域連携室
　長谷川健美氏　松江市来待診療所看護師
講　演：「歯っぴーライフは歯から」
講　師：渡邊公人氏　島根県歯科医師会　会長

5-（2）高校生
等への看護職
の理解

1）高校生のための
進学ガイダンス・看
護出前授業

目　的：看護への理解を深め、看護職になるための情報提供、
　　　看護師養成機関への入学促進を図る。
開催時期：平成 28 年 4 月～平成 29 年 2 月

2）�1 日看護学生・看
護体験

目　的：看護への理解を深めるため中学生・高校生を対象に看
　　　護学校や病院での看護体験

5-（3）看護に
関する啓発事
業

1）諸会議等への出
席

〇諸会議への出席
・通常総会・全国職能別集会平成 28 年 6 月 7・8・9 日
　会　場：幕張メッセ
・法人会委員会　年 4回
・理事会　年 6回
・中四国地区別法人会員会　年 1回
・全国職能委員長会　年 2回
・中四国地区職能委員長会　年 1回
・日本看護学会運営会議
・拡大医療安全会議
・全国准看護師制度担当者会議
・災害支援ナース指導者養成研修
・ナースセンター事業担当者会議

2）日本看護学会学
術集会の開催

〇日本看護学会学術集会準備委員会の設置 620�
　内　容：日本看護学会−精神看護−学術集会
　開催日：平成 29 年 9 月 29 日・30 日（金・土）
　会　場：島根県民会館

3）教育研修等への
参加・協力

〇学会、教育研修、セミナー等への参加・協力

事業細目 事　　業 内　　　容 事業費
単位（千円）

2）職場研修サポー
ト事業への協力

○職場研修サポート事業への協力（福祉人材センターと連携）
・施設、事業所での職場研修の企画・講師紹介

4-（8）看護研修
センター運営事業

〇研修会の開催
〇委員会の開催
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７．その他本会の目的を達成するために必要な事業

事業細目 事　　業 内　　　容 事業費
単位（千円）

7-（1）組織強
化

1�）会員数の増加・
拡大

○入会率 50％（会員数／就業者数）をめざす
○新会員情報管理体制の円滑な運用のため情報提供
○入会の普及・拡大
　新規採用看護職への入会案内配布
○支部長会・支部役員会・研修会等で新規加入促進

2�）支部事業との連
携及び支援

○支部長会の開催 4,050
○支部事業活動費の交付

3�）委員会の見直
し・強化

〇日本看護学会学術集会準備委員会の設置（再掲） 879
〇男性看護師会委員会の設置

7-（2） 会 員
サービスの充
実

1�）会員への情報提
供

○教育関連情報の提供
・別冊「平成 28 年度教育計画」の配布
○広報誌「あかね雲」の配布（年 5回）
○取材活動、情報提供
○マスコミの活用
○看護職賠償責任保険制度の周知
○ホームページ更新

7-（3）円滑な
組織運営

1）諸会議の開催 ○公益社団法人島根県看護協会通常総会 2,000
　平成 28 年 6 月 4 日（土）ビッグハート出雲
○理事会　開催　年 6回以上 1,000
○常務理事会　年 6回以上
○職能委員会 1,220
・保健師職能委員会　年 5回以上
・助産師職能委員会　年 5回以上
・看護師職能委員会　（Ⅰ・Ⅱ）年 5回以上
○常任委員会 2,290
・会員委員会　年 5回以上
・教育事業委員会　年 8回以上
・社会経済福祉委員会　年 5回以上
・広報委員会　年 5回以上
・学会委員会　年 5回以上
・在宅ケア・訪問看護推進委員会　年 5回以上
・推薦委員会　年 5回以上
・災害看護委員会　年 5回以上
・医療安全推進委員会　年 5回以上
・認定看護管理者教育運営委員会　年 5回以上
○特別委員会 147
・緩和ケア推進委員会　年 5回以上
・男性看護師会委員会　年 2回以上
○合同委員会　開催 1回
○「看護の日」実行委員会　１回
○会員登録システム（ＪＮＡＳ）の運用・管理
○表彰・各受賞候補者の推薦
・日本看護協会長表彰
・島根県看護協会長表彰
・島根県看護協会名誉会員
○災害・慶弔見舞
○人権問題職場研修会

7-（4）広報・
渉外活動

1）広報活動 〇ホームページを活用した情報発信
〇新聞広告　共催　後援

2�）看護連盟との連
携

〇日本看護連盟通常総会　平成 28 年 6 月 14 日（火）
〇島根県看護連盟通常総会　平成 28 年 6 月 11 日（土）

3�）社会福祉協議会
との連携

〇職場研修サポート事業への協力
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（１）役　　員
島根県看護協会定款第２８条 1項に基づく役員の任期満了に伴い、島根県看護協会定款施行細則第
１３条第 1項の規定に基づき次の役員の選任を求める。

（２）推薦委員
島根県看護協会定款施行細則第１０条３項に基づく推薦委員の任期満了に伴い、島根県看護協会定款
施行細則第１０条第 1項の規定に基づき次の推薦委員の選任を求める。

第二号議案

平成 28 年度
　公益社団法人島根県看護協会改選役員・推薦委員の選任（案）

役　員　名 氏　　名 職　　種 施　設　名

理　　事（会　長） 春　日　順　子 看　護　師 公益社団法人島根県看護協会

理　　事（副会長） 加　茂　尚　美 保　健　師 県央保健所

理　　　　　　　事 徳　若　光　代 保　健　師 公益社団法人島根県看護協会

理　　　　　　　事 秦　　　美恵子 看　護　師 個人会員

職能理事（助産師） 菱　本　敏　美 助　産　師 松江市立病院

職能理事（看護師） 園　山　珠　美 看　護　師 島根大学医学部附属病院

職能理事（看護師） 吉　岡　佐知子 看　護　師 松江市立病院

支部理事（雲　南） 藤　田　洋　美 看　護　師 平成記念病院

支部理事（大　田） 山　内　育　美 看　護　師 石東病院

支部理事（浜　田） 大　﨑　恵　子 看　護　師 済生会江津総合病院

准 看 護 師 理 事 坂　根　明　子 准 看 護 師 松江生協病院

監　　　　　　　事 今　岡　きみ子 保　健　師 雲南保健所

役　員　名 氏　　名 職　　種 施　設　名

推　　薦　　委　　員 林　　　清　子 保　健　師 雲南保健所

推　　薦　　委　　員 竹　原　千　春 保　健　師 大田市役所

推　　薦　　委　　員 森　脇　妃登美 助　産　師 島根県立中央病院

推　　薦　　委　　員 木　村　留美子 看　護　師 大田市立病院

推　　薦　　委　　員 武　田　輝　子 看　護　師 島根県立中央病院

推　　薦　　委　　員 森　長　久美子 看　護　師 町立奥出雲病院

推　　薦　　委　　員 隠　岐　悦　子 准 看 護 師 松江生協病院
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　本会は、平成 24 年度からの公益社団法人への移行に先立ち、新公益法人制度に準拠した公益法人会計
基準（20 年会計基準）を平成 23 年度から適用しています。公益社団法人は法律上、損益ベースの収支
予算書の作成が必要であり、従来から使用してきた「資金収支予算書」の作成は、法律上は任意です。
公益法人の健全な維持・存続を確保するための予算管理の手段としては資金収支予算書が引き続き有効
であることから、本会では、資金収支予算書の作成も会計処理規則で定めています。そのため、本会の
予算書は、法令で必要となる損益ベースの収支予算書と従来からの資金収支予算書の２形式で構成され
ていますが、よりわかりやすい資金収支予算書を掲載しています。

　平成 28 年度予算は、重点事業の実施費用などに必要な予算を確保しながら、公益社団法人の要件とし
て本会に求められる次のような財務の三基準をクリアできる構成となっています。
　①　公益目的事業に係る収入がその実施に要する費用を超えないと見込まれること（収支相償）。
　②　公益目的事業比率が事業費全体の50％以上となると見込まれること（50％ルール）。
　③�　遊休財産額（使途の定まらない蓄積した財産額）が公益目的事業に係る費用を超えないと見込ま

れること。

報告事項

平成 28 年度資金収支予算の概要

平成 28年度�資�金�収�支�予�算�書
（単位：千円）�

��科　目��������������������������予算額等 当年度予算額 前年度予算額 増　減 備　　　　　　　　考

�事業活動収支の部 15,874 13,300 2,574

�事業活動収入 395,419 381,914 13,505

�特定資産運用収入 10 10 0

�特定資産利息収入 10 10 0 退職積立預金利息

�会費等収入 77,655 76,628 1,027

�会費収入 73,255 72,228 1,027 会員�5,635 名　( ＠ 11,000 円＋＠ 2,000 円 ) × 5,635 名　対前年 79 名増

�入会金収入 4,400 4,400 0 入会者�440 名

�事業収入 304,991 290,596 14,395

�事業収入 22,124 15,564 6,560 受講料収入

�委託金収入 37,333 37,929 △�596 島根県、日本看護協会委託事業収入

�衛星通信協力金収入 220 230 △�10 衛星研修、インターネット研修協力金

�介護保険利用料収入 147,880 142,668 5,212 訪問看護ステーション事業収入

�健康保険利用料収入 88,666 85,770 2,896 訪問看護ステーション事業収入

�居宅介護利用料収入 4,490 4,481 9 訪問看護ステーション事業収入

�その他の利用料 4,278 3,954 324 訪問看護ステーション事業収入

�補助金等収入 10,100 11,580 △�1,480

�補助金収入 2,000 3,480 △�1,480 医療介護総合確保促進事業費補助金

�助成金収入 8,100 8,100 0 日本看護協会助成金（教育事業、看護の普及啓発事業）

�寄付金収入 500 500 0 法人からの寄付金

�雑収入 2,163 2,600 △�437

�受取利息収入 163 200 △�37 預金利息、Ｔ＆Ｄホールディング株式配当

�雑収入 2,000 2,400 △�400 大同生命手数料、貸室収入、自動販売機手数料、電柱敷地料他

�他会計繰入金収入 0 0 0
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��科　目��������������������������予算額等 当年度予算額 前年度予算額 増　減 備　　　　　　　　考

�事業活動支出 379,545 368,614 10,931

�事業費支出 367,330 356,214 11,116

�役員報酬支出 9,940 9,940 0 会長、業務執行理事報酬

�職員給料支出 110,529 102,352 8,177 職員給料

�臨時雇用賃金支出 26,238 28,652 △�2,414 訪問看護ステーション非常勤職員賃金、研修会等臨時雇用職員賃金

�職員手当支出 59,177 57,325 1,852 通勤手当、賞与、時間外勤務手当他

�退職給付支出 3,240 4,100 △�860 中小企業退職金共済事業掛金

�福利厚生費支出 29,312 28,348 964 社会保険料、健康診断料他

�旅費交通費支出 19,576 19,842 △�266 研修講師等、委員会活動、各種事業協力員、職員旅費

�通信運搬費支出 7,903 6,304 1,599 郵便切手、レターパック、電話料、宅配業者利用料他

�消耗什器備品費支出 730 930 △�200 訪問看護ステーション医療用具、訪問看護車両タイヤ他

�消耗品費支出 10,615 10,111 504 コピー用紙、ファイル等事務用品他

�修繕費支出 3,130 2,290 840 施設設備保全修繕費、訪問看護車両修繕費他

�広告宣伝費支出 683 530 153 新聞広告、訪問看護ステーション広告料他

�印刷製本費支出 6,594 6,453 141 教育計画、各種研修報告書、封筒他

�燃料費支出 3,110 3,592 △�482 訪問看護車両燃料代

�光熱水料費支出 6,059 6,169 △�110 電気、ガス、水道、灯油代他

�使用料及び賃借料支出 29,508 28,489 1,019 パソコン、電話機等リース物件リース料、他施設会場使用料他

�図書新聞費支出 1,206 2,476 △�1,270 書籍、新聞、追録代他

�保険料支出 3,129 3,220 △�91 建物火災保険、訪問看護車両任意保険他

�諸謝金支出 18,431 15,008 3,423 研修講師謝金

�渉外費支出 520 550 △�30 訪問看護利用者の見舞金・供花料他

�食糧費支出 1,798 1,670 128 研修講師、協力員等昼食代、委員会昼食代、研修講師茶菓代他

�租税公課支出 4,792 3,305 1,487 消費税、訪問看護車両自動車税、収益事業に係る法人税他

�負担金支出 1,637 2,159 △�522 研修参加費、協会、各訪問看護ステーション加入団体年会費他

�助成金支出 0 0 0

�寄付金支出 60 60 0 大災害時等の寄付金

�委託費支出 7,979 10,686 △�2,707 機械警備、清掃業務、消防設備点検等業務委託料他

�衛生材料費支出 670 656 14 訪問看護ステーション衛生材料費

�雑費支出 764 997 △�233 口座振込手数料、訪問看護事業その他経費他

�管理費支出 12,215 12,400 △�185

�役員報酬支出 1,960 2,065 △�105 会長、業務執行理事、非常勤理事、監事報酬

�職員給料支出 3,666 3,650 16 職員給料

�職員手当支出 1,455 1,450 5 通勤手当、賞与、時間外勤務手当他

�福利厚生費支出 1,500 1,500 0 社会保険料、健康診断料他

�総会費支出 2,000 2,000 0 定期総会開催経費

�理事会費支出 1,000 800 200 理事会、常任理事会、監査会経費他

�旅費交通費支出 500 800 △�300 日本看護協会通常総会予備代議員参加旅費他

�通信運搬費支出 0 0 0

�消耗品費支出 0 0 0

�印刷製本費支出 0 0 0

�光熱水料費支出 0 0 0

�渉外費支出 10 10 0 手土産代
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��科　目��������������������������予算額等 当年度予算額 前年度予算額 増　減 備　　　　　　　　考

�食糧費支出 10 10 0 茶菓代

�租税公課支出 104 105 △�1 松江市固定資産都市計画税

�雑費支出 10 10 0 口座振込手数料

�他会計繰入金支出 0 0 0

�投資活動収支の部 △�19,446 △�16,752 △�2,694

�投資活動収入 1,200 1,200 0

�積立金等取崩収入 0 0 0

�研修センター運営基金取崩収入 0 0 0

�退職積立金取崩収入 0 0 0

�固定資産売却収入 1,200 1,200 0

�車両運搬具売却収入 0 0 0

�敷金・保証金戻り収入 1,200 1,200 0 訪問看護ステーションやすらぎ建設協力金償還金

�リサイクル料預け金戻り収入 0 0 0

�投資活動支出 20,646 17,952 2,694

�積立金等積立支出 11,270 11,112 158

研修センター運営基金取得支出 11,270 11,112 158 　会員�5,635 名　＠ 2,000 円× 5,635 名

退職積立金取得支出 0 0 0

施設整備積立預金取得支出 0 0 0

�固定資産取得支出 9,376 6,840 2,536

建物附属設備取得支出 3,136 0 3,136 訪問看護ステーションやすらぎ空調設備更新

車両運搬具取得支出 6,200 2,800 3,400 訪問看護車両�5 台購入

什器備品取得支出 0 4,000 △�4,000

訪問看護積立預金取得支出 0 0 0

リサイクル料預け金支出 40 40 0 訪問看護車両

�財務活動収支の部 △�994 △�994 0

�財務活動収入 0 0 0

�リース債務収入　 0 0 0

�財務活動支出 994 994 0

�リース債務支出 994 994 0 フルカラー高速プリンターリース料

�当期収支差額 △�4,566 △�4,446 △�120

�前期繰越収支差額 0 0 0

�当期繰越収支差額 △�4,566 △�4,446 △�120
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　公益社団法人日本看護協会は、平成 23 年 4 月から公益社団法人に移行しました。
　日本看護協会の代議員・予備代議員の選出は、島根県に委託されておりその方法は選挙によります。
平成 23 年度から日本看護協会の通常総会の代議員数は 750 人で、島根県看護協会の代議員は通常総会の
前々年度（平成 27 年 12 月末日）の会費納入者を基礎に算出されます。
島根県看護協会は 5,627 人で代議員数は 6名です。選出基準は保健師 1名、助産師 1名、看護師 2名、
准看護師 1名とし、5名を超えるものは職種を問わないとなっています。平成 22 年 2 月理事会において
職種を問わない 1名を看護師とする旨が承認されましたので下記のとおり選出しています。

�（１）平成 29 年度日本看護協会代議員候補者

　予備代議員についても選出基準に基づき代議員と同数選出します。
　（２）平成 28 年度日本看護協会予備代議員候補者

選　　挙

平成 29 年度
公益社団法人日本看護協会通常総会の代議員・予備代議員の選出について（案）

職　　種 氏　　名 施　設　名

保　　健　　師 佐 　 藤 　 多 津 美 松江市東出雲支所

助　　産　　師 菱 　 本 　 敏 　 美 松江市立病院

看　　護　　師 園 　 山 　 珠 　 美 島根大学医学部附属病院

看　　護　　師 吉 　 岡 　 佐 知 子 松江市立病院

看　　護　　師 小 　 森 　 惠 　 子 公益社団法人島根県看護協会

准　看　護　師 坂 　 根 　 明 　 子 松江生協病院

職　　種 氏　　名 施　設　名

保　　健　　師 和 　 田 　 玉 　 美 隠岐の島町役場

助　　産　　師 米 　 田 　 桂 　 子 松江赤十字病院

看　　護　　師 大 　 﨑 　 恵 　 子 済生会江津総合病院

看　　護　　師 藤 　 田 　 洋 　 美 平成記念病院

看　　護　　師 山 　 内 　 育 　 美 石東病院

准　看　護　師 石 　 原 　 智 　 恵 日立記念病院
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